
 

３．ダイオキシン類実態調査結果 
 
１．調査の概要 

国土交通省では、全国一級河川の直轄管理区間において、水質及び底質のダイオキシン類

による汚染の実態を把握・監視する目的で平成１１年度から継続的に調査を実施しています。 
令和７年度の北陸地方整備局管内直轄河川における調査結果は下記のとおりです。 

 
１）調査地点 

令和７年度の北陸地方整備局管内の直轄河川における調査地点は下記のとおりです。 
１２水系１５地点で水質・底質ダイオキシン類調査を実施しました。 
このうち、重点監視地点（過去に比較的高い濃度のダイオキシン類が検出されたことがあ

るなど重点的に監視する必要がある地点：５地点）においては一般の春期調査に加え、秋期

調査を実施しました。 

 
  荒川水系  荒 川             （１地点） 

 阿賀野川水系  阿賀野川            （１地点） 
  信濃川水系     信濃川             （２地点） 
  関川水系  関 川、保倉川           （３地点） 
  姫川水系  姫 川               （１地点） 
  黒部川水系  黒部川               （１地点） 
  常願寺川水系  常願寺川              （１地点） 
  神通川水系  神通川               （１地点） 
  庄川水系  庄 川               （１地点） 
  小矢部川水系  小矢部川              （１地点） 
  手取川水系  手取川               （１地点） 
  梯川水系  梯 川               （１地点） 

１２水系       １３河川               １５地点  

           
    （県別箇所数） 
    ・新潟県： ８地点 
    ・富山県： ５地点 

・石川県： ２地点 

１５地点  



 

２）令和７年度 ダイオキシン類調査地点・調査項目 
 下記に令和７年度のダイオキシン類調査地点及び調査項目を示します。 

 
表－３－１ 令和７年度ダイオキシン類調査地点及び調査項目

 
 
[基準監視地点]：河川において、水系の順下流端にある環境基準点とし、基本的に毎年１回、春期

に調査を実施することとしています。 
[補助監視地点]：基準監視地点を補完する目的でダイオキシン類が比較的高くなる可能性があると

考えられる地点。調査は基本的に３年に１回行うこととしています。 
[重点監視地点]：基準監視地点及び補助監視地点のうちこれまでの調査で要監視濃度（環境基準の

１／２）を超えた地点を「重点監視状態にある地点」とし年４回の調査を実施。

なお、要監視濃度を８回連続して下回った場合は、基準監視地点、補助監視地点

として監視を行います。 



 

２．調査結果 
１）基準監視地点における調査結果 

  重点監視地点以外の基準監視地点（１０地点）における調査の結果、水質及び底質のいずれに

関しても環境基準値を上回った地点はありませんでした。 
これらの基準監視地点においては、基本的に毎年１回、春期に調査を実施することとしており、

今後も継続して監視を行っていきます。 

 
表－３－２ 令和７年度基準監視地点での調査結果

 
  
 

２）補助監視地点における調査結果 
 重点監視地点以外の補助監視地点はありませんでした。 



 

３）重点監視地点における調査結果 
  重点監視地点（５地点）における調査の結果、３地点（関川水系関川・直江津橋、稲田橋地

点、関川水系保倉川・古城橋地点）で水質の環境基準を上回りました。 
これらの地点については、引き続き重点的な監視を行っていきます。 

 
表－３－３ 令和７年度重点監視地点での調査結果 

 

 
 


